
































































Ai(i･i′)-lim N-1∑T=1eXPt2万i′[+I(i)±q･(t')〕N → ⊂X)























さて, もっとも興味のあるのは,6- etでの OとCz(T)の挙動である｡(10)より容易に
6≡ f (0)(ec/lbF) 1/2 ( 60 - 6) -1/2 3日圏
ここで
b-(2/W2)I.∞dB(詰)/B･
つまり,無秩序相から相転移点に近づ くときの臨界指数 γ′は ス ピン系の平均場モデルと同 じ
く,1/2である｡又,相関々数は転移点の近 くで指数的減卦 cz(I)(～e-T/Tcを示 し,相関時間
Tcは
Tc≡ f(0)~1(eclbV2 )( Ec - 6)~1 3日監
の様に発散 して,ゆらぎのCriticalslowing downを特徴づける｡
さて,秩序相の解析に移ろうo巧･の発展方程式(6)からわかる通 り･秩序相 において酎 BjI
<era/(2打)をみたす引き込まれる振動子のグループとそれ以外の引き込まれない振動子のグ
ループの二つに分かれるo前者ではQjが一定 となるため積分核 Ai-の寄与 は正確 に計算で
きるが･後者で舵 れが困難であるoこのため･JBjl,612I(2打)なるjについては次 の様な
近似を行なう｡
A_に対する(7)の ( )-2打i′(- t,)Bj-e2*Ii:dTe2打iWj'T'
- 2万i′(t一明 -62*<e2WiWj'(i-t′)…Oj(i-i′)
- 72 5 -
(14)
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となる｡但し,9 -2,g(x)- a-1/8(x≫1)(6> ee)かつ ∫-1/2,g(x)- a-1/2(x≫1)で
ある｡Lorentz分布の場合のプロットをFigurelに示す｡((a)では 6< Ec,♂-ec-EでN-
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